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　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①
単著

単著

国際数理地質学会（IAMG）・国際堆積学会（IAS)・経済堆積学会（SEPM)・国際古
生物学会（PS)・米国層序花粉学会(AASP)・日本地質学会・日本古生物学会．情報
地質学会・情報知識学会・日本堆積学会・リモートセンシング学会．日本ベンソ
ス学会．応用地質学会・土木学会・地盤工学会

地球科学情報のシステム化に関する研究、人工衛星データによる地形・地質の判
読に関する研究、赤坂石灰岩の地質学的古生物学的研究

概　　　　　　　要

地球情報学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

京都大学大学院理学研究科地質学鉱物学専攻博士課程修了

京都大学理学博士

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称

所属学会

研究課題

地質学における
情報知識学の実
線としての情報
地質学

②

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

日本学術会議特任連携会員（IUGS分科会、CGI小委員会）、日本地質学会評議員、金生山化石館
運営委員

入試委員、人事委員、FD委員、大学院FD委員

情報知識学会誌,
vol. 18, no. 5, pp.
442-448

2008年12月

Importance of
geoethical view
points for the
revision of
systematics in

日本で創成された情報地質学
は、データから情報を抽出する
ための理論・技術を開発する分
野と、情報から法則・論理を抽
出して地質学に適用する分野の
二つから成っており、後者は情
報知識学の実践である。本論で
は情報地質学の成立、発展、課
題を論ずることによって、情報
地質学における情報知識活動に
ついて紹介した。
岩石学の分類体系は研究の発展
に対応するよう改訂されねばな
らない。その過程では、岩石学
の成果を正当に評価し、社会の
ニーズを把握して、国際的な学
会および研究者で合意を得ると
いうが重要である。このような
地球倫理学的視点の重要性を、
計画されている改訂作業を例と
して指摘した。

2008年8月 33rd Intern. Geol.
Congr., Abst. CD,
Sec. IEE-07
Geoethics



①

Importance of
geoethical view
points for the
revision of
systematics in
petrology

単独

①
第33回国際地質
学会

単著

②
日 本 学 術 会 議
IUGS分科会報告

単著

ノルウェーのオスロで2008年8月
に開催された標記国際会議につ
いて、会議全体の構成、学術的
成果、学会の動向などを報告し
た。

上記学術論文②と同じ

（その他）

（学会発表）

2008年9月

2009年3月

2008年8月

2008年12月に開催された標記分
科会（第21期第1回）について、
会の構成、小委員会の設置、今
後の活動について報告した。

情報地質、vol. 20,
no. 1, p. 36

33rd Intern. Geol.
Congr., Oslo,
Norway, Session
IEE07

情報地質、vol. 19,
no. 3, pp.188-189


